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子
供
の
交
通
事
故
の
中
に
は
、
大
人
一
な
る
と
、
ま
わ
り
の
物
が
自
に
入
ら
な

で
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
一
く
な
る
。

カ
タ
チ
で
お
こ
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
一
・
道
路
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
子
供
の
行
一
て
、
車
が
近
づ
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
。

動
の
特
性
が
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
一
・
ボ
I
ル
を
追
っ
か
け
て
、
い
き
な
り

交
通
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
子
供
一
車
道
に
飛
び
出
す
。

の
行
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
一
・
道
路
の
反
対
側
か
ら
、
親
や
友
達
に

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
手
を
振
っ
て
合

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
一
図
さ
れ
る
と
、
い
き
な
り
車
道
へ
飛
び

お
母
さ
ん
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
一
出
す
。

ま

す

。

一

・

親

と

手

を

つ

な

い

で

歩

い

て

い

て

〈
そ
の
一
ゾ
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
一
も
、
興
味
の
あ
る
物
(
た
と
え
ば
お
も
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毎
年
六
月
に
入
る
と
、
い
た
ま
し
い
一
千
二
百
二
十
一
人
も
の
多
く
に
の
ぼ
っ
一
十
五
人
と
五
割
を
占
め
、
次
い
で
小
学

子
供
(
中
学
生
以
下
)
の
水
難
事
故
が
一
て
い
ま
す
。
一
生
の
一
一
百
二
十
七
人
(
=
一
九
%
〕
、
中

目
立
っ
て
ふ
え
ま
す
。
一
と
こ
ろ
で
、
犠
牲
者
を
年
齢
別
に
み
一
学
生
六
十
六
人
(
一
一
%
)
と
な
っ
て

子
供
の
水
の
事
故
は
、
四
季
を
問
わ
一
ま
す
と
、
五
歳
以
下
の
幼
児
が
二
百
九
一
い
ま
す
。

ず
一
年
中
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
と
り
一

わ
け
六
千
八
月
の
夏
場
が
ど
l
ク

で

一

呆

襲

爵

¥

り

す
。
例
年
、
ま
ず
六
月
に
幼
児
の
沼
地
一

d
I三
一
言
よ

J

J

/

匂

や

用

水

堀

で

の

事

故

が

目

立

ち

、

次

い

一

主

意

事

頁

で
七
月
1
八

月

の

夏

休

み

に

入

る

と

、

一

、

、

本

コ

~

』

一

豆

一

目

、

1
4

小
・
中
学
生
の
海
や
河
川
な
ど
で
の
事
一

放
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
一
子
供
た
ち
の
水
の
事
故
は
、
そ
の
ほ
一
子
供
を
持
つ
家
庭
で
は
、
と
く
に
次

こ
の
三
カ
月
間
で
、
年
閲
の
ほ
ぼ
半
一
と
ん
ど
が
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
一
の
点
に
注
意
し
て
、
子
供
を
水
の
事
故

数
に
当
た
る
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
一
保
護
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
一
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

て
い
る
の
で
す
。
一
意
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
と
り
か
え
一
マ
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
は
危
倹
で

昨
年
の
例
を
見
ま
す
と
、
全
国
の
犠
一
し
の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
一
す
。
常
に
自
が
離
さ
な
い
よ
う
に
。

牲

者

総

数

千

二

百

七

十

六

人

の

う

ち

、

一

ま

す

。

一

行

〉

家

の

近

く

に

、

た

め

池

や

用

水

そ

五
百
八
十
八
人
(
凶
六
%
)
ま
で
が
六
一
た
と
え
ば
、
防
火
用
水
に
金
網
プ
ェ
一
ぅ
、
溝
な
ど
が
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放

月
j
八
月
の
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
ン
ス
が
し
て
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
一
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
警
察
に
連
絡

こ
う
し
た
子
供
の
。
水
の
犠
性
者
。
一
ば
か
り
も
し
て
お
れ
ま
せ
ん
。
事
実
、
一
す
る
か
、
所
有
・
管
理
者
に
申
し
入
れ

は
、
同
じ
時
期
の
交
通
事
故
死
者
を
大
一
下
の
方
に
幼
児
が
は
っ
て
入
れ
る
ほ
ど
一
て
、
サ
ク
や
フ
タ
を
し
て
も
ら
う
。

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
一
の
小
さ
な
穴
が
あ
い
て
い
た
た
め
に
、
一
マ
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
ゃ
水
泳

(
水
死
者
)
(
交
通
事
故
死
者
こ
わ
が
子
炉
失
っ
た
と
い
う
悲
し
い
例
も
一
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し
、
必
ず
大
人

六

月

一

四

六

人

一

一

三

人

一

あ
D
ま

す

。

一

が

つ

い

て

い

く

。

七
月
二
回
八
人
二
ニ
二
人
一
親
は
、
常
に
子
供
の
身
に
な
っ
て
、
一
マ
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

八
月
一
九
二
人
一
二
五
人
一
グ
危
険
H

を
見
抜
く
用
心
深
さ
が
ほ
し
一
を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
声
を
か

し
か
も
、
こ
の
ほ
か
運
よ
く
救
助
さ
一
い
も
の
で
す
。
子
供
は
、
と
く
に
幼
児
一
け
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
さ
せ

れ
た
者
六
百
三
十
三
入
学
一
加
え
ま
す
一
の
場
合
、
自
分
で
か
危
険
々
か
ど
う
か
一
る
。

と
、
水
の
事
故
に
あ
っ
た
子
供
た
ち
は
一
の
判
断
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
。

大
貫
池
の
西
側
に
広
が
る
水
田
地
帯

の
一
一
聞
に
、
イ
チ
ゴ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ワ

ス
が
幾
棟
も
連
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
、
五
月
晴
れ
の
中
で
連
日

の
よ
う
に
、
幼
い
子
供
や
小
学
校
の
氾

童
の
と
き
な
ら
ぬ
歓
声
に
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
農
協
イ
チ
ゴ
ハ
ワ
ス
部

会
の
大
貫
夫
二
男
、
井
上
品
問
、
大
野
庸

百
の
皆
さ
ん
が
、
収
獲
期
も
終
り
に
近

づ
い
た
自
分
た
ち
の
イ
チ
ゴ
ハ
ワ
ス

を
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学

校
に
無
税
で
提
供
し
、
子
供
た
ち
に
も

収
獲
の
喜
び
を
分
ち
与
え
よ
う
と
、
去

る
5
月
お
日
か
ら
解
放
し
た
も
の
で

す
。
甘
い
イ
チ
ゴ
の
香
り
が
充
満
す
る

ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
青
い
葉
隠
に
チ
ラ

チ
ラ
と
見
え
が
く
れ
す
る
大
粒
の
真
赤

な
イ
チ
ゴ
に
、
は
じ
め
は
と
ま
ど
い
を

見
せ
て
い
た
幼
児
も
剛
刷
れ
る
に
し
た
が

っ
て
、
喜
々
と
し
て
イ
チ
ゴ
の
摘
み

取
り
に
励
み
、
み
る
み
る
う
ち
に
手

に
も
っ
た
パ
ッ
ク
が
山
盛
り
に
な
り
、

大
収
獲
に
大
喜
ぴ
で
し
た
。
付
き
添
い

の
お
母
さ
ん
方
も
、
「
毎
年
、
秋
に
は

リ
ン
ゴ
や
梨
が
り
を
し
ま
す
が
、
イ
チ

ゴ
は
今
回
が
始
め
て
で
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
も
大
愛
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
日
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
荷
山
の

イ
チ
ゴ
ハ
ワ
ス
部
会
の
皆
さ
ん
、
有
難

う
C
ざ
い
ま
し
た
。

七
月
は
、
八
月
と
並
ん
で
一
年
の
う

ち
で
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。

な
か
で
も
目
立
つ
の
が
、
い
た
ま
し
い

子
供
の
犠
牲
者
で
す
。

夏
休
み
の
解
放
感
と
暑
さ
に
よ
る
心

身
の
疲
れ
か
ら
、
子
供
た
ち
の
注
意
力

も
鈍
り
が
ち
な
う
え
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
暑
さ
と
疲
労
で
居
眠
り
運
転
が
憎
唱
え

る
な
ど
、
子
供
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
か
'
ち
で
す
。

歩
行
中
の
子
供
の
事
故
原
因
は
、

「
飛
び
出
し
」
(
全
体
の
六
割
)
と
「
車

の
直
前
直
後
の
横
断
」
(
二
割
)
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
で

は
、
十
四
歳
禾
満
の
死
者
が
全
体
の
一
一

一
一
%
、
負
傷
者
三
一
%
と
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

8月は

事故多発期

行
動
ス
タ
イ
ル

こ
わ
い
幼
見
の

哩島交通事故を

上国る犠牲者
子供のも水難事故畠書砂

ち
ゃ
屋
)
な
ど
を
車
道
の
反
対
側
に
見

つ
け
た
ら
、
つ
な
い
だ
手
を
振
り
切
っ

て
も
飛
び
出
そ
う
と
す
る
。

〈
そ
の
二
〉
そ
の
時
そ
の
時
の
気
分

に
よ
っ
て
行
動
が
愛
わ
る
。

・
う
れ
し
い
と
と
が
あ
る
と
、
は
し
ゃ

い
で
落
ち
つ
き
が
な
く
な
る
。
ま
た
、

父
母
に
叱
ら
れ
た
り
す
る
と
そ
の
こ
と

ば
か
り
が
気
に
な
り
、
ま
わ
り
を
見
な

い
で
道
路
を
歩
い
た
り
す
る
。

〈
そ
の
一
ニ
〉
物
事
を
単
純
に
し
か
理

解
で
き
な
い
。

・
自
分
が
黄
色
い
旗
を
持
っ
て
い
た

ら
、
車
は
、
い
つ
ど
乙
で
も
必
ず
と
ま

っ
て
く
れ
る
と
思
い
こ
む
。

-
走
っ
て
い
る
車
が
止
ま
る
た
め
に
、

ど
の
〈
ら
い
の
距
離
が
必
要
な
の
か
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

〈
そ
の
四
〉
大
人
の
ま
ね
を
す
る

0

・
信
号
を
無
視
し
て
横
断
し
た
り
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
大
人
を
見
て
、

そ
の
通
り
の
ま
ね
を
す
る
。

〈
そ
の
五
〉
物
か
げ
で
遊
び
た
が
る

0

.
駐
車
中
の
車
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ

D
し
て
遊
ぶ
。

-
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
籍
に
か
く
れ
た

り
、
入
っ
て
遊
ぶ
。
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地
域
脊
少
年
問
題
の
栢
談
、
保
護
育

成
蛍
ぴ
に
非
行
化
防
止
活
動
を
主
た
る

目
的
と
す
る
昭
和
五
十
三
年
度
大
洗
町

青
少
年
相
談
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
辞
令
交
付
式
は
、
去
る
五
月
十
八

日
大
洗
町
役
場
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
辞
令
交
付
式
に
は
委
嘱
者
で
あ

る
大
洗
町
長
加
藤
清
、
大
洗
警
察

官
幹
部
派
出
所
長
小
西
輝
彦
の
両

氏
、
来
賓
に
は
、
大
洗
町
教
育
長
猿

田
治
氏
を
迎
え
、
相
談
員
十
八
名
そ

れ
ぞ
れ
の
手
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。引

続
き
委
嘱
者
よ
り
相
談
員
に
対
す

る
期
待
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

相
談
員
全
員
そ
の
責
務
を
果
す
べ
く
意

欲
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
十
年
来
、
地
域
青
少
年
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
青
少
年
相
談
員

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
関
根

義
雄
(
一
了
目
)
、
佐
野
誠
太
郎
(
金

沢
釘
)
、
山
口
進
康
(
永
町
)
、
一
一
品
柳

濡
(
角
一
)
の
田
氏
は
、
む
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
C
活
躍
に
対

し
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

委
嘱
辞
令
交
付
式
に
引
続
き
開
催
い

た
し
ま
し
た
昭
和
五
十
三
年
度
大
洗
町

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
総
会
の
席

上
、
会
長
に
伊
沢
弘
(
髭
釜
)
、
副

会
長
に
海
老
沢
好
一
(
上
宿
)
、
大

震
箆
彦
(
神
山
)
の
三
民
が
役
員
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
共
、
青
少
年
相
談
員
一
丸
と
な
て
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
青
少
年
問
題
で

っ
た
C
活
躍
を
期
待
し
会
の
充
実
発
展
一
も
結
構
で
す
。

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
一
お
近
く
の
青
少
年
相
談
員
へ
お
気
軽

一
に
と
相
談
下
さ
い
。
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拡

弘郎清一彦

一
永
年
、
水
戸
地
方
家
庭
裁
判
所
の
調
一
ら
れ
端
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
加

一
停
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
本
町
一
藤
さ
ん
は
昭
和
凶
年
か
ら
水
戸
地
方
裁

一
の
加
藤
実
(
じ
一
一
)
氏
(
大
洗
町
磯
浜
町
一
判
所
、
家
庭
裁
判
所
、
簡
易
裁
判
所
の

二

O
九
七
)
が
そ
の
功
綴
に
よ
り
、

ζ

一
調
停
委
員
、
参
与
、
鑑
定
委
員
と
し
て

一
の
た
び
の
春
の
叙
勲
で
勲
五
等
に
叙
せ
一
公
共
の
仕
事
に
専
念
さ
れ
、
去
る
昭
和

方自

藤

実
氏島っ

繁好将

笹子

貝

幸寛

話

担
当
一
弘
域

勲

国
m 
p口

円
引
年
の
秋
の
叙
勲
で
は
麓
綬
褒
章
受
叢

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の

重
ね
て
の
叙
勲
に
「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
丈

夫
に
、
乙
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は

何
よ
り
の
幸
せ
で
、
余
生
は
社
会
福
祉

の
た
め
に
こ
の
身
を
捧
げ
た
い
J

」と、

そ
の
喜
ぴ
と
掲
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
藤
さ
ん
は
現
在
も
水
戸
家
庭
裁

判
所
の
最
高
諮
問
機
関
閣
で
あ
る
裁
判
所

委
員
会
委
員
と
し
て
元
気
に
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

事
を
、
情
熱
を
も
っ
て
続
け
ら
れ
、
今

日
ま
で
実
に
お
年
の
永
き
に
一
旦
っ
て
、

多
数
の
人
違
和
}
更
生
さ
せ
る
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
去
る
昭
和
必
年

に
は
功
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
を

受
け
、
今
回
更
に
鼓
綬
褒
章
を
受
章
さ

一

一

れ

た

こ

と

は

と

本

人

は

も

と

よ

り

、

町

一
し
た
、
数
多
く
の
人
た
ち
の
更
生
と
保
一
さ
れ
ま
し
た
。
小
沼
さ
ん
は
現
在
、
大
一
に
と
っ
て
も
大
愛
名
誉
な
こ
と
で
大
き

一
護
に
、
保
護
司
と
し
て
尽
さ
れ
て
き
た
一
洗
町
助
役
と
し
て
町
長
を
佐
け
る
職
務
一
な
喜
ぴ
で
す
。
乙
れ
か
ら
の
益
々
の
御

一
小
沼
磯
次
郎
(
七
五
)
氏
(
大
洗
町
磯
浜
町
一
に
あ
り
ま
す
が
、
か
た
わ
ら
、
昭
和
時
一
活
躍
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

一
二
六
八
)
が
ぞ
♂
績
に
よ
り
、
こ
の
一
年
以
来
の
保
護
司
と
し
て
の
地
道
、
-

¥
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的

沼

磯
次
郎
氏

一
、
農
作
物
共
済

。
水
、
陸
稲
共
済
引
受
に
つ
い
て

申
告
は
正
確
に
、
は
っ
き
り
と
。
乙

の
申
告
は
昭
和
田
年
度
に
賦
課
さ
れ
る

共
済
掛
金
ゃ
、
秋
の
損
答
評
価
の
基
礎

と
な
り
ま
す
の
で
間
違
い
な
く
申
告
し

ま
し
た
か
。
も
し
間
違
っ
て
申
告
し
た

場
合
、
受
急
経
済
課
共
済
係
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。

別
表
は
昭
和
田
年
度
水
、
陸
稲
、
愛

の

ma当
り
の
計
算
の
例
で
す
。

但
し
、
こ
の
計
算
は
平
均
で
計
算
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
箇
湯
に
よ
っ
て

上
、
下
が
あ
り
ま
す
。

。
無
事
戻
し
金
に
つ
い
て

三
年
間
の
掛
金
の
二
分
の
一
を
無
事

戻
し
金
と
し
て
支
払
う
制
度
は
、
町
に

移
譲
し
て
、
初
め
て
の
支
払
い
に
な
り

町 の 商 工 業 者 お よ び，一般の方に対しても融資希望のご相談に応大洗町役場では，※大洗町商工会と，

じております。

下記制度がありますので， ご利用下さい。

ズ
① 

比
白

の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
そ

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
昭
和
五
十

二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で
す
。

た
だ
し
、
利
子
・
配
当
な
ど
の
源
泉
分

離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

〈
送
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
六
月
i
七
月
む
ろ
勤
務
先
か

ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
給
与
以
外

に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
一
一
か
所
以
上
か

ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
に
確
定

申
告
を
し
た
人
で
勤
務
先
か
ら
還
付
し

き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
分

に
つ
い
て
は
次
に
説
明
す
る
か
事
業
所

得
者
の
場
合
。
と
同
じ
方
法
で
還
付
さ

れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

無

79，920円

36，960円

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
過
去
三
年
間
の

う
ち
、
無
被
害
で
共
済
金
を
う
け
な
か

っ
た
と
き
、
又
は
共
済
金
を
う
け
て
も

二
分
の
一
に
み
た
な
か
っ
た
と
き
は
、

掛
金
の
二
分
の
一
を
限
度
と
し
て
返
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
支
払

い
の
対
象
年
次
は
、
昭
和
田
年
、
日

年
、
臼
年
の
3
ヶ
年
が
計
算
さ
れ
、
ロ

月
頃
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

金

2，238円

2，489円

桂ト者念引受収量

333kg 

154kg 

476kg 

州向品
兵
輔

基準収量

220kg 

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
本
人
は
六
千
円

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
餐
親
族
は
一
人

に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た
金
額

で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年
分
の

所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ

手前7]( 

融 資 の 種 類 利用できる方 資金の使いみち 融資の限度 其司 間 年利率

普通貸付
一般の中小企業 運 転 資 金 1，000万円 運転5年以内
個 人 @ 法 人 設備資金 以内 設備7年以内

食品@安全@公害防止@省力化@環境 1，500万円~
7.1%以下
(保証人安す)

特別貸付
衛生等目的に応じた貸付がある。

1，600万円以 10年以内
内(特例あり)

大洗町に於て商工サー
設備資金 500万円以内ピス業をさ 1年 以 上 経 営 7.6% 

自治金融制度 し て い る も の で ， 自 治 50ヶ月以内 (保証人 1名
金 融 審 査 委 員 会 の あ っ 運 転 資 金 300万円以内 要)
せんするもの。

貯蓄共済組合に加入し
設 備 資 金 500万円以内 5年

(3年) 7.0%以下

商 工 貯 蓄 共 済 ているもので，融資あ (5年)7目25%以下

融 資 制 度 っ せ ん 委 員 会 の あ っ せ
運転資金 300万円以内

3年 7.0% (信用保証
んするもの。 (6ヶ月据置) 付は6.5-6.7%)

(小企業者)
3年 6ヶ月以常 時 雇 用 の 従 業 員 数

商 業 eサ ー ビ ス 業2人 設 備 資 金 250万円以内
内(但し据置

以下，製造業@その他 期間6ヶ 月 以

5人 以 下 の も の で 審 査 内) 6.8% 
小 企 業

会のあっせんする者。 無担保
経 蛍 改 善 資 金

(小企業者に準ずる者) 無保証人
商 業 @ サ ー ビ ス 業 2年 6ヶ月

5人以下 運 転 資 金 250万円以内 以内
製 造 業 @ そ の 他

20人以下

原 則 と し て 従 業 員20人
以 下 ( 特 別 の 場 合50人

中小企業機械
以下)小売業および御 20万円以上

4年半6ヶ月
年利5%

設備貸与制度
売業ならびにサービス 設備資金 1，200万円 ( 年据置) 保証金10%
業 に あ っ て は5人以下 まで 保証人2人要
(特別の場合10人以下)

の企業であること。

商 工 業 者 を 対 象 と し た 融 資 制 度)
 

1
 

(
 

(2) 労 信 協 の 融 資 制 度

0労働組合のない，工場・商庖で働いているみなさんのために，

の保証で融資がうけられます。

へどうぞ。

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
む
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
税
務
署
に
送
り
返

し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
税
務
署

か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ

て
来
ま
ず
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に

よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
日
ま
で
に
退

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
だ
退
職
し
た

人
な
ど
は
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て

特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

貸付の種類(用途) 貸付金額 資 格 貸 付 利 率 返 済 方 法 備 考

住 宅 資 金 貸 付 50万円~ 労働組合のな
(有担保) 1，000万円 い企業・事業 10年返済の場 10年・ 18年の 目的預金があ

但し，担保物 所の従業員で 合，年8.28% 月賦返済又は れば，利率が

0土地・建物の購入・ 件 評 価 額 の80 原則として動 18年返済の場 ボーナス併用 0.36%減る
新築・増改築資金 %以内 続 3年 以 上 の 合，年8.64% 返済

者

生 活 資 金 貸 付 月賦返済
11回払いで

3万円~ 同上で一年以 月 1/10返済
(無担保)

40万 円 上の勤続者
年 9.60% 11回払

23回払いで
0生活資金全般 23回払

月 1/20返済

育英資金貸付 子弟 1人につ 在学期間中は

(無担保) き， 107]円~
向 上 年7.20%

元金利息のみ

0子弟の入学資金，在 40万円 卒業後5年以

学 資 金 最 高80万 円 内の月賦返済

茨城県労働者信用基金協会(労信協)

6 1711 

7 -5111 

TEL 

TEL 

大洗町商工会

大 洗 町 役 場 商 工 観 光 課
※お問合せは
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くらしのメモ

つ
く
と
、
こ
の
子
は
水
戸
の
養
護
施
設

に
通
う
他
町
村
の
子
供
で
、
既
に
捜
索

願
ま
で
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
無
事
親
元
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
喜
び
の
両
親
は
日
を
あ

ら
た
め
て
磯
小
を
訪
れ
、
少
年
た
ち
の

善
行
に
お
礼
と
と
褒
美
の
品
物
を
手
渡

し
ま
し
た
が
、
学
校
で
も
大
安
よ
ろ
こ

び
、
や
さ
し
い
心
を
持
つ
少
年
た
ち
の

美
し
い
行
な
い
を
全
校
生
徒
に
紹
介
し

ま
し
た
。

@美しいj出をもっ子供@丈夫怠だくましい子供@自分から進んで本

気!こ学習する子供@よく働く子供
これは磯浜小学校の今年度の教育目標です。つぎに、この目標を忠実に実行し、

全校生徒の前で表彰されたよい子たちの話をご紹介してみましょう。

ニれからの韓藤づくり

一栄養@運動@休養=

(3) 

i
若
さ
を
保
つ
生
活
心
得
|

動
脈
硬
化
の
進
行
を
は
ぼ
む

動
脈
硬
化
は
、
老
化
の
一
つ
の
あ
ら

わ
れ
で
す
。
動
脈
硬
化
の
速
度
を
お
〈

ら
せ
た
り
、
進
行
を
阻
む
た
め
に
は
、

栄
養
@
運
動
a

休
養
の
調
和
を
と
っ
て

若
さ
を
保
つ
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
一
定

量
以
上
に
ふ
え
る
と
、
長
い
間
に
血
管

に
た
ま
白
、
動
脈
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と

(3)第87号

朝
夕
、
ま
だ
肌
寒
さ
の
残
る
四
月
の

あ
る
夕
刻
、
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
下
の
遊

鼠
地
で
、
何
時
も
の
仲
よ
し
グ
ル
ー
プ

(
機
小
5
年
岡
野
恒
、
田
中
明
、
米
川

和
久
、

6
年
間
野
剛
の
四
君
)
が
今
日

も
遊
び
に
疲
れ
家
路
に
つ
こ
う
と
す
る

と
、
そ
こ
に
7
才
位
の
見
な
れ
な
い
男

の
子
が
一
人
、
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
た
り

駐
車
中
の
車
を
の
ぞ
い
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
あ
た
り
も
、
そ
ろ
そ
ろ
う
す
暗

く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
子

は
一
向
に
立
ち
去
る
気
配
も
見
せ
ま
せ

ん
。
少
年
た
ち
は
急
に
心
配
に
な
り
、

声
を
か
け
て
み
ま
し
た
が
口
も
不
自
由

な
様
子
で
要
領
が
得
ま
せ
ん
。
少
年
た

ち
は
皆
ん
な
で
相
談
し
、
抑
留
祭
へ
連
れ

て
行
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
警
察
に

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
体
内
で
作
ら
れ

ま
す
が
、
食
品
に
含
ま
れ
て
体
内
に
入

る
分
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
肉
・
卵
・
チ
ー
ズ
な
ど
に
含

ま
れ
る
動
物
性
脂
肪
は
、
体
内
で
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
作
用
を
し
ま
す

0

0
食
事
の
と
り
方

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
物
の
肝
臓
を

は
じ
め
、
内
臓
・
卵
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
丸
と
と
食
べ
る
小
魚
や
貝

類
、
卵
@
た
ら
こ
・
す
じ
こ
な
ど
は
注

意
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

ほ
か
、
い
か
・
た
こ

f
え
び
な
ど
も
含

有
量
が
多
く
、
ま
た
、
卵
を
多
用
す
る

カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
ケ
l
キ
類
も
盲
点
で

す
。
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

。
砂
糖
は
ほ
ど
ほ
ど
に

砂
糖
は
、
成
分
の
上
で
は
糖
質
で
す

が
、
余
分
に
と
り
す
ぎ
る
と
、
脂
肪

(
中
性
脂
肪
)
に
愛
わ
り
ま
す
。
こ
の

中
性
脂
肪
は
皮
下
@
肝
臓
・
動
脈
に
た

よ丈
く夫

働完
子 i
供 C

子
供

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
と
清
掃
奉
仕

毎
朝
、

6
時
半
頃
か
ら
大
洗
神
社
の

境
内
で
清
掃
奉
仕
に
励
む
四
人
の
少
女

た
ち
の
こ
と
が
今
話
題
と
な
っ
て
、
神

社
を
は
じ
め
関
係
者
の
人
た
ち
を
感
心

さ
せ
て
い
ま
す
。
乙
の
ク
ル

I
プ
(
機

小
6
年
小
松
崎
淳
子
、
千
広
拍
子
、

5

年
小
沼
智
恵
子
、

4
年
千
広
典
子
の
皆

さ
ん
)
は
昨
年
の
秋
頃
か
ら
体
力
づ
く

り
の
た
め
の
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い

ま
す
が
、
或
る
朝
、
コ

l
ス
に
あ
る
神

社
の
境
内
で
ひ
と
休
み
を
し
て
い
る

時
、
つ
い
で
に
境
内
の
掃
除
も
じ
て
行

こ
う
と
一
決
、
そ
れ
か
ら
は
毎
朝
清
掃

奉
仕
に
も
精
出
し
て
き
ま
し
た
。
何
時

の
日
か
、
こ
の
感
心
な
行
為
は
関
係
者

の
口
か
ら
口
え
伝
わ
り
、
こ
の
た
び
、

茨
城
県
知
事
か
ら
善
行
賞
が
贈
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
に
、
良
い

子
た
ち
の
良
い
行
な
い
が
一
つ
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
善
意
の
輪
が

更
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

副関東の名物明足利まつりに

本場磯節おどりが特闘参加

全
国
的
に
有
名
な
か
足
利
祭
。
(
栃

木
県
足
利
市
)
が
去
る

5
月
3
日
か

ら
、
足
利
市
内
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
に
は
、
足
利
の
地
元
街

区
会
か
ら
出
演
依
頼
が
あ
っ
た
、
大
洗

町
商
工
会
婦
人
部
切
余
名
に
よ
る
磯
節

お
ど
り
が
特
別
参
加
し
、
人
目
を
ひ
き

ま
し
た
。

H

足
利
祭
。
は
、
水
戸
の
黄
門
ま
つ

り
を
上
回
る
も
の
で
、
市
の
中
心
を
貫

く
4
1闘
に
も
お
よ
ぶ
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
間
信
街
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
賑
や
か
に

ね
り
歩
き
、
祭
り
気
分
を
い
や
が
上
に

も
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

ー
盛
況
な
絵
画
と
短
歌
の
両
講
産

町
の
芸
術
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て

開
設
さ
れ
て
い
る
、
絵
画
と
短
歌
の
両

講
座
も
、
聞
が
追
う
毎
に
受
講
生
の
学

習
意
欲
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

講
座
は
何
れ
も
初
心
者
を
対
象
と
し
た

基
礎
講
座
で
す
が
、
絵
留
は
必
名
の
皆

さ
ん
が
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
源
泉

博
先
生
か
ら
毎
月
2
回
の
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
「
油
絵
を
描
く
心
構
え
」

の
講
義
を
初
回
に
、
デ
ッ
サ
ン
@
油
絵

具
を
使
用
し
た
実
技
と
、
日
諜
程
の
修

了
を
め
ざ
し
て
、
毎
回
熱
心
に
キ
ャ
ン

パ
ス
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

短
歌
謡
剛
院
は
関
根
厚
先
生
(
し
き
な
み

短
歌
会
大
洗
支
舎
)
の
指
導
で
、
毎
月

-
回
行
な
わ
れ
て
お
り
、
受
講
生
日
名

と
少
数
で
す
が
全
員
が
短
款
を
つ
く
る

楽
し
さ
を
追
求
し
、
な
と
や
か
な
う
ち

に
8
課
程
の
修
了
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
皆
さ
ん
が
一

l
二
首
を
も
ち
よ

り
、
相
互
に
批
評
を
行
な
い
講
師
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
秩
開
催
さ
れ
る
町
の
芸
術
文
化
祭

に
は
、
熱
心
な
皆
さ
ん
方
の
油
絵
や
短

歌
の
数
々
が
会
場
を
彩
る
こ
と
に
な

D
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
各
種
講
臨
止
を
通

し
て
、
文
化
的
な
趣
味
グ
ル
ー
プ
の
益

々
の
発
展
を
願
い
ま
す
。
な
お
、
七
月

か
ら
は
水
題
一
間
一
講
座
と
臼
十
晶
画
講
座
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
際
人
目
を
ひ
い
た
の
が
本
湯
磯
節
お

ど
り
の
一
行
で
、
整
然
と
し
て
美
し
い

お
ど
り
に
、
見
物
人
は
幾
重
に
も
人
垣

を
作
り
、
「
わ
ざ
わ
ざ
大
洗
か
ら
き
て

く
れ
て
御
苦
労
さ
ま
」
と
い
う
か
け
声

が
そ
ち
こ
ち
で
か
け
ら
れ
、
大
愛
好
評

で
、
又
、
お
ど
り
の
前
後
に
つ
い
た
車

も
「
夏
は
大
洗
の
海
へ
し
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
も
流
し
宣
伝
に
一
役
員
っ
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
、

5
月
と
は
い
え
大
愛
暑
い

日
で
し
た
が
長
い
道
の
り
を
お
ど
り
抜

い
た
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
御
健
闘
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
御
苦

労
様
で
し
た
。

参加36チーム一一一一一白熱の毎試合

。
。

7 

養護学校が

義務制に

我
が
子
の
可
能
な
限
り
の
成
長
を
願

う
こ
と
は
、
ど
の
親
も
同
じ
で
す
。

又
、
心
身
に
ど
の
よ
う
な
障
害
を
も
っ

我
が
子
で
あ
っ
て
も
、
能
力
に
応
じ
た

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
親
は
望
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
要
望
に
応
え
る
た
め
、

現
在
で
は
通
常
の
学
校
の
ほ
か
、
心
身

に
障
害
を
も
っ
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

特
別
の
設
備
と
、
専
門
の
教
師
を
そ
ろ

え
た
特
殊
教
育
の
諸
学
校
が
あ
り
ま
す
。

@

ウ

ェ

ー

ブ

ス

@

新

友

会

@

動

燃

大

洗

@
東
北
大
ジ
ヨ
ウ
カ
l
ズ

@
千
代
田
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

@

フ

ラ

ワ

ー

ズ

@

ナ

ビ

l

ス

@

ベ

ア

l

ズ

@

東

和

ク

ラ

ブ

@

大

洗

消

防

署

@
ミ
ツ
キ
l
マ
ウ
ス

@

み

の

り

会

@

コ

メ

ツ

ツ

@

ニ

ュ

ー

ス

タ

l
ズ

@

新

屋

自

工

@

梶

間

工

務

庖

@

ガ

ル

l

ダ

⑬

大

漁

寿

司

⑬

若

浪

⑪

川

崎

タ

イ

ヤ

⑬

荒

瀬

⑮

フ

ア

イ

ヤ

l
ズ

⑪

若

潮

⑬

フ

ァ

イ

タ

l
ズ

⑫

酒

井

自

工

⑪

水

戸

信

金

⑬

原

研

大

洗

⑨

松

川

ク

ラ

ブ

⑧

若

潮

ク

ラ

ブ

⑦

仲

よ

し

⑥

第

二

分

団

⑤

県

信

大

洗

④

イ

l
グ

ル

ス

③
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
カ
ス

②

田

山

自

工

①

桜

花

ク

ラ

ブ

す
で
に
盲
学
校
と
聾
学
校
は
義
務
制
で

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
回
開
で
は

来
年
度
か
ら
養
護
学
校
も
義
務
制
に
す

る
た
め
、
た
だ
い
ま
特
殊
教
育
指
導
対

策
室
を
設
け
て
準
備
が
進
め
て
い
ま
す
。

来
春
4
丹
、
学
令
に
達
す
る
児
童
一
で

心
身
に
障
害
を
有
す
る
者
や
、
現
在
、

就
学
猶
予
・
免
除
の
措
置
を
う
け
て
い

る
者
等
で
昭
和
臼
年
4
月
か
ら
就
学
が

適
当
と
思
わ
れ
る
者
、
あ
る
い
は
小
・

中
学
校
の
在
籍
者
で
盲
・
韓
-
養
護
学

校
の
小
・
中
学
部
へ
就
学
が
適
当
と
恩

わ
れ
る
者
を
対
象
に
、
た
だ
い
ま
町
の

教
育
委
員
会
で
は
就
学
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

又
、
町
で
は
、
該
当
す
る
者
を
就
学

指
導
委
員
会
等
に
諮
り
適
切
な
教
育
措

置
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

心
身
障
害
児
の
保
護
者
の
方
は
ど
う

ぞ
御
懸
念
な
く
教
育
委
員
会
へ
御
相
談

下
さ
い
。

障
害
児
の
適
切
な
教
育
と

自
立
の
た
め
に
ノ



第87号 (4)

四
肢
障
害
児
と
は
、
生
れ
つ
き
手

足
・
指
・
耳
介
の
欠
損
し
て
い
る
子
供

を
い
い
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
手
足

や
指
の
欠
損
、
ゆ
草
皆
、
合
指
、
裂
手
、

調
節
異
常
、
発
育
不
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
遺
伝
で
は
な
い
ら
し
い
と
い

う
も
の
の
、
原
因
は
分
っ
て
い
ま
せ

ん
。
、
こ
の
た
め
、
「
先
天
異
常
、
即
ち

遺
伝
で
あ
る
」
と
の
偏
見
が
根
強
く
、

子
供
や
家
族
の
受
け
る
精
神
的
苦
痛
は

大
愛
な
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

点
訳
~
醐
朗
読
奉
仕
員
の
募
集

し五

県
立
畜
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た

だ
い
ま
点
訳
と
朗
読
の
奉
仕
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
奉
仕
す
る
人
の
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
講
習
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

講
習
費
用
・
・
:
:
無
斜

O

臼
梼

①
点
字
講
習
・
・
・
・
・
・
毎
月
第
1
・
2
・

3
土
曜
日
の
午
後
2
時
j

4
時

②
朗
読
講
醤
i
i
毎
月
第

1
・
2

らあ

土
濃
日
の
午
後
2
時
1
4時

。
受
付
i
i
随
時

。
場
所
i
i
県
立
盲
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
点
字
講
習
は
通
信
教
育
も
お
こ
な
い

ま
す
。

お
問
い
合
せ
は

水
戸
市
祷
塚
一

ii
四

六

四

茨
城
県
立
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L
O
二
九
二
剛
O
O九
八

防
犯
灯
の
自
動
点
滅
器

無
料
取
換
え
い
た
し
ま
す

あ
な
た
の
近
く
の
防
犯
灯
は
、
自
動
一
が
で
き
な
い
防
犯
灯
が
あ
り
ま
し
た
ら

点
滅
器
が
故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
一

7
月
白
日
ま
で
に
役
場
・
総
務
課
ま
で

東
京
電
力
側
で
は
、
地
域
の
環
境
改
一
申
し
込
み
下
さ
い
。

善
へ
の
協
力
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
一
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
等
詳
し
い
こ

と
し
て
防
犯
灯
の
自
動
点
滅
器
を
無
糾
一
と
に
つ
い
て
は
:
:
:

で
取
換
え
い
た
し
ま
す
。
一
役
場
@
総
務
課
交
通
係
へ

自
動
点
滅
器
の
故
障
で
点
燈
・
点
滅

おお

電
気
設
備
的
定
期
調
査
に
つ
い
て

昭和53年7月5日

み
な
さ
ま
の
電
気
設
備
の
定
期
的
な

調
査

(
2年
に
1
問
)
は
、
従
来
東
京

電
力
側
の
織
員
が
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
「
関
東
電
気
保
安
協

会
」
に
委
託
し
、
昭
和
白
年
4
月
幻
日

以
降
は
、
保
安
協
会
の
職
員
が
み
な
さ

ま
の
お
宅
に
伺
い
調
資
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
調
査
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
世
帯
す

る
と
と
も
に
、
腕
章
を
付
け
て
お
伺
い

し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
定
期
的
調
査
に
要
す
る

費
用
は
無
斜
で
す
。

定
期
的
調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
し
ま
す
。

0

財
団
法
人
・
関
東
電
気
保
安
協
会

茨
城
支
部
・
家
庭
電
気
課

一T
一一二

O

水
戸
市
白
梅
町
二
i

九
i
一一一一

T
B
L
O
一
一
九
二
側
三
二

一
一
一
(
代
)

O

東
京
電
力
側
茨
城
支
白
水
戸
営
業

所一T
二二

O

水
戸
市
南
町
二
六

1
二

T
E
L
O
二
九
二
岡

一
一
(
代

4

~( 

五

て組
一
陣

議

傑

容

な
さ

き

小

大

県
民
交
通
災
害
共
済
に
は
、
も
う
加

入
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
自
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。
団
体
で
加
入
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
、
?
に
相
談
下
さ
い
。

コい

県民交通災害共済に

みんなで加入しましょう

0

共
済
期
間

毎
年
4
月
1
日
か
ら
、
翌
年
の

3

月
出
臼
ま
で
で
す
。
途
中
加
入
の

場
合
は
、
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら

3
月
白
日
ま
で
で
す
。

0

会
費
・
:
こ
れ
か
ら
加
入
さ
れ
る
方

の
会
費
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

o
対
象
と
な
る
交
通
事
故

ω車
両
の
運
行
中
に
よ
る
人
身
事
故

山
そ
の
他

* 
皆さんの家庭に送水されている飲料水は衛生的で安全な施設で送

水されなければなりません。

この工事を行うことのできる業者を指定工事活と言います。

指 定工事屈でない業者の工事は違反となり過斜の外，給水を停止

します。水道に関する工事は必ず指定宿に申込んで下さい。

指定工事 l吉 一 覧

* * 女水道課からあしらせ* * 

お支払い見舞金

最高死亡10噂万円

傷害 25万円

最低3日の治療でE万円

身障見舞金事噂万円

申し込みの期日

4月 1日一 6月29日

6月30日-9月29日

9月30日-12月30日

12月31日-3月30日

工 事 庖 名 位三 戸斤 電 言舌

フk 立二 メp今、 キ屈 JlI 豊 新匝J1区 の 2 7-5046 
佐藤設備 佐藤 ß~ 明神田J7区 7-3693 
山 本 設 備 山本憲行 髭主長田no区 の 1 7-5688 
大川 言生 傍若 大川 渉 大貫匝I上街 3区 6 -1 4 6正

大洗水道工事底 大部正刻 it色釜町10区 の 1 7 -2 5 8 5 
小 森 管 工 事 庖 小森邑穏 永田Tl6区 の 1 6-1627 
八千代工学 粉川 敏 itt釜閏丁111乏の 1 6 -1 1 0 8 

危
験
鞠
の
取
扱
作
業
従
事
者
の

無
南
京
講
習
会
、
が
お
ニ
本
わ
れ
ま
す

危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
持
ち
、
危

険
物
製
造
所
@
貯
蔵
所
で
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
を
対
象
に

次
の
よ
う
に
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
受
講
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
さ
れ
る
方
は
、

7
月
ロ

ヨ
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

記

日
時

7
月
四
日
(
水
)

午
前

m時
1
午
後
4
時

場
所
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
六
九
七

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※
お
申
し
込
み
と
、
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は

大
洗
町
消
防
本
部
(
削
一
一
一
九
)
へ

じ
せ
消
関
署
員
じ
ご
違
憲
長
官
/

最
近
、
『
大
洗
消
防
署
の
者
で
す

が
』
と
、
い
つ
わ
っ
て
身
分
証
明
書
の

様
な
も
の
を
提
示
し
、
。
家
庭
に
消
火

器
を
販
売
し
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
釘

の
消
防
署
で
は
そ
の
様
な
こ
と
を
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
と
注
意
下
さ
い
。
ま

た
、
消
火
器
を
陣
購
入
さ
れ
る
時
に
は
町

消
防
署
に
と
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
消
防
署
又
は
瞥
察
署
へ
電
話
等
で

と
連
絡
下
さ
い
。

大
洗
町
消
防
署
間
一
一
一
九

饗
察
官
幹
部
派
出
所

川
二
四
一
七

品
一
霊
息
筋
寄
開

去
の
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町

社

会

福

祉

協

議

会

善

意

銀

行

に

四

一

二

O
、
一
五

O
円

月
以
降
次
の
と
お
り
多
額
の
寄
附
が
よ
一
町
内
会
長
の
手
当
を
社
会
福
祉
の
た

せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
め
に
と
い
う
こ
と
で
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
一

o
大
洗
町
磯
浜
町
九
九
七
の
一

「

ま

と

こ

ろ

」

と

寄

附

の

と

趣

旨

を

有

一

前

島

弘

子

殿

効

に

生

か

し

社

会

福

祉

の

向

上

の

た

め

一

一

ニ

、

0
0
0円

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
一
部
を
社
会
福

寄
附
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々
一
祉
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
寄
附
さ
れ

。
大
洗
町
山
成
田
釘
二
三
四
一
五
一
ま
し
た
。

大
谷
正
明
殿
一
町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
お

一
0
0、
0
0
0円
一
い
て
は
、
今
後
も
皆
様
方
の
あ
た
た
か

葬
儀
の
簡
素
化
に
よ
る
香
料
の
一
部
一
い
善
意
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
惑

を
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
一
ま
れ
な
い
人
々
の
福
祉
の
向
上
に
努
力

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
一
し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民

o
大
洗
町
新
町
五
区
の
一
一
の
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

久
保
木
義
雄
殿
一
す
。

あ
怠
疋
の
世
帯
で

o
出

生

・

死

亡

(

死

亡

は

七

日

以

内

)

O
転

入

・

転

出

・

住

所

の

移

動

O
社

会

保

険

に

加

入

、

脱

退

な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

十
四
自
以
内
に
届
出
を

お
忘
れ
な
く
/

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
を

始
め
関
係
機
関
の
C
協
力
に
よ
り
、
七

月
に
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
と
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
回

覧
等
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー

(
T
E
L六
一

O
一
0
・
六
i
O九

五
一
一
一
)
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
こ
な
い
ま
す
。

母
性
相
談

。
対
象
妊
婦
及
び
産
後
の
母
性

(
妊
婦
中
に
高
血
圧
・
蛋
白
・

浮
腫
・
糖
尿
等
に
異
常
の
あ
っ

た
母
親
)

_tf::. 
D 

公告する。

昭和53年 5月20日

水戸・勝田都市計罰事業，桜道土地区

画整理事業施行者大洗町

施行者代表大洗町長加藤

7.¥ 
ふみ、

次の表の左欄に記載する者に対する土地医画整理

法(昭和29年法律第119号)第98条第 1項の規定に

よる水戸・勝田都市計画事業，桜道土地区画整理事

iの仮換地指定通知は，送付したが受領を拒まれた

ので，同法第 133条第 1項の規定により，書類の送

付にかえて通知の内容をそれぞれ当該右欄のとおり

。
日
時
七
月
一
一
一
日
(
月
)
・
七

月
十
七
日
(
月
)
・
七
月
三
十

一
日
(
月
)

午
前
九
時
三
十
分

1
午
後
二
時

三
十
分
(
受
付
)

0

内
容
該
当
児
に
つ
い
セ
の
発

育
・
栄
養
・
精
神
罰
等
の
指
導

及
び
妊
婦
中
の
生
活
指
導

ニ
才
児
健
康
椙
談

。
対
象
満
二
才
の
誕
生
日
に
達

し
た
幼
児

。
日
時
七
月
十
日
(
月
)
・
七

月
二
十
四
日
(
月
)

午
前
九
時
三
十
分

i
午
後
二
時

三
十
分

。
内
容
疾
病
異
常
児
発
見
・
虫

歯
予
防

成
人
病
及
び
一
般
健
康
相
談

⑩ i青

書類の送付を受けるべき者
~ 

廿内知通 σ〉

従前の宅地:磯浜町ダンプ 1，891番地

仮換地:街区番号32-2 -10 地積 159m' 

仮換地指定の効力発生の日:昭和53年 5月10日

I也干責 198m' 

所{主名氏

大洗町磯浜町 2，345番地蔵
戸u.
市回森

所

0

対

象

髭

釜

地

区

住

民

栄

養

)

。
日
時
七
月
十
二
日
(
水
)

0

医
師
篠
原
病
院
長

午
後
一
時
十
五
分
i
二
時
十
五
一
一
ニ
才
児
健
診

分

(

受

付

)

一

o
対
象
満
三
才
児
の
幼
児

。
内
容
診
察
・
検
尿
(
理
由
自
・
一
(
昭
和
五
十
年
四
月
一
臼
1
昭

糖
・
肝
機
能
)
・
血
圧
測
定
・
一
和
五
十
年
六
月
三
十
日
生
)

生

活

指

導

一

o
日
時
七
月
下
旬

。
医
師
会
沢
大
洗
海
岸
病
院
長
一

o
内
容
診
察
(
内
斜
・
歯
斜
)

乳

児

健

診

一

計

測

(

身

長

・

体

重

)

・

指

導

O

対
象
生
後
一
ヶ
月
1
二
ヶ
月
一
(
精
神
発
達
・
栄
養
)

-
七
ヶ
月
i
八
ヶ
月
の
乳
児
一
〈
〉
予
防
接
種

(
注
)
そ
の
他
の
月
数
の
乳
児
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
(
申
込
制
)

は
、
母
子
手
帖
の
中
の
無
斜

o
対
象
一
期
生
後
一
一
十
四
ヶ

の
ブ
ル
l
の

カ

ー

ド

を

と

利

月

l
一
一
一
十
ヶ
月
の
幼
児

用
に
な
っ
て
、
医
療
機
関
で
(
六
週
間
i
八
週
間
の
間
隔
で

健
渓
診
断
を
受
け
て
下
さ
い
。
二
回
接
種
)

o
日
時
七
月
六
日
(
木
)
・
七
二
期
一
期
終
了
後
十
一
一
ヶ
月

月
二
十
日
(
木
)

j

十
八
ヶ
月
の
幼
児
(
一
一
回
接

午
後
一
時
十
五
分
j
二

時

十

五

種

)

分
(
受
付
)

0

日
時
七
月
十
四
日
(
金
)

。
内
容
診
察
・
計
測
(
身
長
・
午
後
一
時
三
十
分
i
二
時
三
十

体
重
)
・
指
導
(
精
神
発
達
・
分
(
受
付
)

大洗町公告第23号

同令第72条第 l項の規定により，書類の送付にかえ

て通知の内容が大洗町磯浜町1717番地の 3及び大洗

町大賞町 498番地の 1所在の掲示場に掲示されてい

る。

昭和53年 5月26日

大洗町長加藤 清

先
天
性
由
肢
障
害
兜
父
母
の
会

茨
城
支
部
へ
参
加
の
時
び
か
付

う
な
、
苦
し
み
ゃ
悩
み
を
も
っ
人
達
に

呼
び
か
け
、
こ
の
た
び
、
「
先
天
性
四

肢
障
害
児
父
母
の
会
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
全
国
で
倒
家

族
、
県
内
で
M
H
家
族
が
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
四
肢
障
害
児
を
も
ち
、
参
加
を

と
希
盟
主
の
方
は
と
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

古
河
市
桜
町
九
l
二
1
二
O
二

佐

藤

怜

子

電

-
O二
八

O

凶

次の表の友欄に記載する者に対する当該右欄の土

地にかかる水戸・勝因都市計画事業，桜道土地区商

整理事業施行者大洗町が発した土地区画整理法(昭

和29年法律第 119号)第98条第 1項の規定による仮

換地指定通知は，送付したが受領を拒まれたので，

同法第 133条第 1項及ぴ土地区画整理法施行令(昭

和30年政令第47号)第75条第 1項において準用する

⑩ 

旬、，
fテ内グ〉知通

書類の送付を受けるべき者

従前の宅地:磯浜町ダ、ンブ 1，891番 地 地 積 198m' 

仮換地:街区番号32-2 -10 地積 159m' 

仮換地指定の効力発生の日:昭和53年 5月10日

住

大洗町磯浜町 2，345番地蔵

名

常国

氏

森
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